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日本文化研究と日本文明学 とポーランドにおける日本文学研究
MIKO暑AJMELANOWICZ
(ワル シャワ大学)
1日 本学の定義に関して一言
日本学JAPANOLOGYは 方法論上 では文化 と文明の定義 とその区別によって二つ
の流れ に区別できると思 う。一般的 に 日本研究や 日本学 と言 うと、伝統的な研究は
文化論 ・文化学や文化人類学 の分野 に入る。 日本 コミュニティーの生活範囲の内在
的な精神的価値 である真、善、美 と哲学、宗教、芸術 、言語、文学、歴史な どの理
想的な形が19世 紀か ら日本研究の核 となっているのである。そ こで文化の性質 に従
って 日本の特異性 ・特殊性 の強調 を探求 しなが ら優れ た業績 をあげたに違いない。
同 じ時代にいわゆる有形の文化 ・物質文明の分野が多少研究 されたが、伝統的な 日
本文化研究には含まれていなかった ように思 う。その範囲に入 るか入 らないかは 日
本語資料の使用の有無 によるものであった。
日本文明学 ・比較文明学の コンセプ トはヨー ロッパ文明と日本文明の共通点を強
調す ることで、 日本の近代化の成功を理 由付 けるために 日本 「文明論」を梅棹氏 ら
が20世 紀の70年 代か ら唱えたよ うである。社会構造論に基づいて、 システム論 と
しての文明学 を説 いたのである1。生活領分の外殻 をなす施設、組織、制度、機構の
研究に重点をおいて研 究分野 として 日本学に取 り入れた結果 、 日本の政治、経済、
科学、技術、法律 なども日本学 として研究 され るよ うになった。現在のグローバ リ
ゼーシ ョンに最 も影響 されやすい 日本 の側面で もあるわけだ。
2日 本研究は文献学か東洋学か 日本研 究のありかた
各国の 日本研究の現状 を見てみると、その歴史 を振 り返 り、伝統の深 さや浅 さに
ついて事実 を並列 した りすることが多 く、研究や教育の分野、代表的な研 究者な ど
を紹介 して、 日本の描写やイメージが語 られ ることがほとん どである。
また、いつ どこの大学で 日本語 を教え始 めたかが取 り上 げられ、いっか らいわゆ
1ミ コ ワイ ・メ ラ ノ ヴ ィ ッ チ 「文 明 学 と し て の 日本 学 の 再 認 識 一 文 明 と して の 日本、文 化 研 究
と し て の 日本 研 究 」、 『世 界 の な か の 日本 学 』、 東 京 、 ぺ りか ん 社 、2003、103-127頁 。
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る 「日本 学」 が科 目と して 存在 す るの か を、 時 に応 じて誇示 す るこ と もあ る。 日本
関係 の講座 は、 い わ ゆる文 献学 学部 の組 織 に含 まれ るこ とが多 い。 それ は長 い伝 統
の あ る古 典研 究(ギ リシャ語 学 ・文学 とラテ ン語 学 ・文 学)か ら始 ま って フ ラ ンス、
ドイ ツ、イ ギ リス な どを踏 ま え、 ご承 知 の とお り、異 国主 義的 な地 域 の言 語や 文 学
を研 究す る よ うに な った。 ヨー ロ ッパ で は 、 トル コ、 ア ラブ、 中国 な どを は じめ、
日本 語 はか な り後 にな っ てか ら大 学講座 とな った とい え る。
ポー ラ ン ドの場合 は ど うだ ろ うか。 第 一次 大 戦 が終結 し、 ワル シ ャ ワは改 めてポ
ー ラ ン ドの 首都 とな り、ロ シア官 憲 に よっ て圧 迫 され た 大学 の再 建 に力 を尽 く した。
1919年 に 日本語 講 座 が 開設 され 、1939年 ま で にポ ー ラ ン ドの 日本研 究 の基 礎 が 出来
上 が り、 ワル シ ャ ワ大 学 で学 問分 野 として認 め られ る よ うに な った。 そ れ は、 正式
にPHILOLOGIE・FILOLOGIA文献 学 の東洋 学 の一講 座 ・専攻 と され る よ うに なっ た。
同様 に、日本 学科 は1987年 にク ラ クフ のヤ ギ ェ ウォ大 学 とポ ズナ ニ のア ダ ム ・ミ
ツ キ ェ ヴィチ(ADAMMICKIEWICZ)大学 で 開設 され た。 これ らの 三つ の 日本 学科
は 、文献 学 とい う衣 装 を着 せ られ て設 立 され たが 、 これ か らどの よ うに変化 して い
くか は、ま だ は っき りしない状 況 で あ る。 しか し、 この 問題 は後 に触 れ る ことに し
て 、根 本 的 な諸 問題 に戻 り、 「日本 学 」とい うの は何 か 、基 本 的 に ど うい う学 問で あ
るか とい うこ とを考 えて みた い と思 う。
3中 国学か ら派生 した 日本学 日本研究の概 略
2006年 のワルシャワ国際会議(日 文研 のご協力 を高 く評価 したい)に おいてポー
ラン ドにお ける 日本学 の概略が発表 されたので、 ここではあえて繰 り返 さず、簡単
に触れてお きたい。その論文の著者DRAGNIESZKAKOZYRA(A.コジラ)が 日本
に関す る興味 ・好奇心のテーマを19世 紀後半まで遡 り、事実を並べた。そ うしてそ
の好奇心がどのよ うに して 日本研究 ・日本学へ と至ったのか、その流れ を うまく説
明 した2。
1945年 か ら東洋研究所 の中国学科 において、W.KOTANSKI先 生が副専攻の一つ、
中国学科のカ リキュラムの一部 として、 日本語文法を教え始 めた。先生は博士号を
取得 し、助教授 になって、 ワルシャワ大学 における戦後の 日本語研究の開拓者の役
割 を果た した。実際、ポー ラン ドの 日本学が著 しい発展を遂 げたのは1960年 代以降
である。大学には文学、言語学、歴史学の三つの専攻が出来、修士課程 のカ リキュ
ラムが作 られ、それに合わせて国際交流も始まった。
2AgnieszkaKozyra,IwonaKordzinska-Nawrocka(ed.),BeyondBorders:JapaneseStudiesinthe
21stCentury.InMemoriamWieslawKotanski.ProceedingsofInternationalConference
Warsaw,May2006.
ア グ ネ ス ・ コ ズ イ ラ 「ポ ー ラ ン ド の ワ ル シ ャ ワ 大 学 に お け る 目 本 学 研 究 」 『日 文 研 』33号 、
京 都 、2005
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4国 際交流のはじま り
1980年 には東海大学 と国際交流基金 の協力を得て、中東欧で初の国際シンポジウ
ムが ワルシャワで開かれ、 日本の識者以外 にヨー ロ ッパ 日本研究の第一人者が ワル
シャワ大学に集まった。その後、日本語教育開始75周 年 を記念 した国際シンポジウ
ム(1994年11月)、 ヨー ロッパ 日本学協会(EAJS)の 国際会議が ワル シャワで開か
れ(2004年8月)、 また、成功に終わった前述 の2006年 の会議 も、日本学分野の国
際活動や交流の発展を示 してい る。
5ポ ーラン ドにおける 日本文学一文学研究の基礎は翻訳である
ポーラン ドの 日本研究の範囲はそれほど広 くはないが、宗教学 はかな り進 んでい
るといえる。最近注 目すべ きは禅の哲学の研究3、な らびに 日本語の言語学である4。
日本文学研究の状況5を 具体化す るために、まず個人的な考察から始めたいと思 う。
6個 人的な体験:宮 沢賢治、萩原朔 太郎 、夏 目漱石、谷 崎潤一郎、安部公房、大
江健 三郎
私はまず60年 代 には宮沢賢治の 「春 と修羅」を翻訳、解釈 し、彷徨 える孤独 の象
徴 としての阿修羅のイメージを思い浮かべ、 日本文学にあらわれた孤独 を分析 して
いた。また 日本人の象徴生活 を代表す る松竹梅 、富士山な どを萩原朔太郎の詩 と詩
論を通 して眺めるよ うになった。その上で近代化 され る 日本 と日本人の絶望の表現
をまず この二人の詩人の作品において発見 し、その現象 の意味 を理解 しよ うとした。
救済への道 を農業な どの近代化に発見 し、仏教 の思想 も見 られた宮沢賢治のイ メー
ジ と、精神的な挫折感 に打ちひ しがれた、怠惰無能な、憂鬱 な、孤独 な人間のイメ
ージをもう一人の詩人、萩原 朔太郎の 「月に吠え る」や 「青猫」 に見たのである6。
絶望的 といわれ る状況や運命か ら逃走 しよ うとして救いを求 めるこの二人の詩人を
知 った後で、70年 代 に夏 目漱石の 「こころ」な どを翻訳す ることになった。
3AgnieszkaKozyra,Filozofiazen(禅の 哲 学),2004;pp.411;FilozofianicosciNishidyKitar?西
田 幾 多 郎 の 無 の 哲 学),2007,p.286.
4RomualdHuszczaet.al,Gramatykajaponska(日本 語 文 法),2vols.,2003,pp.IvoL542,IIvol.
618;HonoryfikatywnoscGramatykaPragmatykaTypologia(敬称 ・文 法 ・語 用 論 ・類 型 学) ,2006,
pp.228.
5M.Melanowicz、 「ポ ー ラ ン ド に お け る 日 本 文 学 翻 訳 と 研 究 」、 『文 学 』1974年 、5月 号 、
102-106頁 。M.Melanowicz、「ポ ー ラ ン ド語 に な っ た 日 本 文 学 」、 『国 際 交 流 』1980、25、26-33
頁 。M.Melanowicz、 「ポ ー ラ ン ド に お け る 谷 崎 潤 一 郎 文 学 」、 日 文 研 、1991。
6M,Melanowicz、 「漂 泊 者 萩 原 朔 太 郎 」、 『国 際 日 本 文 学 研 究 集 会 会 議 録 』 国 文 学 研 究 資 料 館
1993、239-251頁。M.Melanowicz、 「古 井 由 吉 ・古 山 高 麗 雄 の 小 説 の 主 人 公 」、 『国 際 日 本 文
学 研 究 集 会 会 議 録 』、 国 文 学 研 究 資 料 館 、1983、179-190頁.
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やは り漱石の主人公たちも、あのすば らしく近代化 される 日本 では落ち着 く場所
を見つけることが出来ない。主人公は孤独である。悩む。そ して救いを求める。が、
その努力は失敗に終わる。 「こころ」の主人公は 自殺す る。い うまで もなく、以上の
三人の作品はどれ もす ぐれた代表的な文学作品であ り、それ ぞれの作者 が異なった
運命 を辿 ったにもかかわ らず、似たよ うな精神状態 を描写、あるいはそのよ うな状
態 を示唆 した と思われる。すべてが苦 しく、時には絶望的な状況におかれた人間の
イメージを代表するのである。 日常生活にあま り現れないこころの悩み ・痛み、闇
の世界を暴露 した文学の流れである。そ うい う日本人の心 を知 るようになったので
ある。その作者 の うち、宮沢賢治はすでに神話化 されてお り、萩原朔太郎は20世 紀
の 日本語 ・口語 を詩の表現手段にしたのであるが、まだ前橋市以外では伝説化 され
ていないよ うである。夏 目漱石 はどうか とい うと、国民作家 とな り、神聖なる領域
に入 ったよ うである。夏 目漱石 と宮沢賢治 と萩原 朔太郎は 日本人の実生活 の苦悩を
表現 して20世 紀の真の美 を追求 していたのであ る。激 しく変化す る日本では消 える
ことがない、社会の、人間の深い内面に絶えず流れている何かを掴 もうとした ので
ある。 したがって、20世 紀の 日本の象徴 である といえよ う。
このように、宮沢賢治についての卒業論文(1959年)の 時点か ら、私が20世 紀
の60年 代以来世紀末まで 日本文学研究や翻訳 を してきたのは、主に最も代表的 な純
文学の作品であった。ポーラン ドでは川端康成が ノーベル賞 を受賞 した機 に乗 じて
優れた小説の翻訳が出版 され るようになった。最 も人気があったのは安部公房の 「砂
の女」7、谷崎潤一郎の 「芦刈」「春琴抄」、「瘋癲老人 日記」8、夏 目漱石 の 「こころ」
のほかに 「吾輩 は猫である」、遠藤周作 の 「沈黙」、「侍」、「深い河」、川端康成 など
である。 三島由紀夫も有名 になった。少 し遅れ て 日本文学の小ブームに加わったの
は大江健 三郎である9。
7村 上春樹だけの時代
現在 よく読まれ る村上春樹 の作品紹介 は1995年 代か ら始まったが、春樹の人気が
出てきたのは今世紀になってか らである。 日本 のアニメやマンガも高校生の問で人
7M.Melanowicz、 「砂 の 女 を 再 読 して 」、 『す ば る 』6、1993。M.Melanowicz,「言 葉 の 革 命 。
日本 の ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ド文 学 の 意 義 と 可 能 性 。 安 部 公 房 の 死 を い た ん で 」、 『日本 研 究 京
都 会 議 』 皿 、 日文 研 、1994、101-105頁 。M.Melanowicz,「 安 部 公 房 一 痛 ん だ 文 明 の ア レ ゴ
リイ と ア ン チ ・ユ ト ピ ア ー 『密 会 』 主 と して 『カ ン ガ ル ー ・ノ ー ト』 の ば あ い 」、 『国 文 学
解 釈 と教 材 の研 究 』42-9、 学 燈 社 、1997、8-ll頁 。M.Melanowicz、 「文 学 の 役 割 と可 能 性 、
そ の 破 綻 と救 済 の イ メ ー ジー 安 部 公 房 と大 江 健 三 郎 を 中 心 に 」、In:"AnnalsoftheInstitutefor
ResearchinHumanitiesandSocialScience",No.9,2000.MiyagiGakuinWomen'sCollege,
Sendai,2000,pp.23-30.
8M,Melanowicz,「 吉 野 葛 」一 伝 統 が 現 在 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て の 物 語 」、谷 崎 潤 一 郎 国 際 シ
ン ポ ジ ウ ム 、 中 央 公 論 社 、1997、60-66頁.
9M.Melanowicz、 大 江 健 三 郎 『万 延 元 年 の フ ッ トボ ー ル 』 の 翻 訳 、 『群 像 』、1995、4、87-89
頁
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気があ り、 日本に特別な興味を持たない一般の人々の間でも流行 ってい る。村上作
品の翻訳はすでに7冊 出版 され(A.Zielinska-Elliott)、 ブームを巻き起 こしている。
評論家の間で も好評で、「ね じまき鳥 クロニクル」に感激 した とい う人が多い。 「村
上のいない世界は考え られない」 と言 った ようなこ とも書かれている10。
い うまでもないが、ポーラン ド語へ翻訳 したのは、 日本学科の卒業生である。そ
れは 日本語教育をは じめ、 日本学の重要性 を証明 している。
以上触れたよ うに、作家の小説の翻 訳だけではなく、作家研究もされている。現
在 は村上春樹作品について博士論文が書かれている。以前、 日本作家について、 さ
まざまな論文や小論が発表 され、文学 史 と論考の3巻 の本 が出版 された。 これまで
唯一単行本で出版 された作家論は 「谷 崎潤一郎 と伝統」である。雑誌に掲載 された
研究論文は宮沢賢治、萩原朔太郎、夏 目漱石、安部公房、大江健三郎、開高健、芥
川龍 之介、川端康成、小林多喜二、古井 由吉、黒井千次、井上靖、唐十郎、矢代静
一、三島由紀夫な どである。い うまで もなく、以上の作家 は純文学者であるll。
最近私は、純文学の作家の研究だけではな く、大衆作家に も目を向け、 とくに向
田邦子作品を読んで、放送文化 と関わ る作家 の研究 をする必要があると思 うように
なった。向田邦子の家庭 ドラマ を調べた後で、現在 は山田太一研究にも携わってい
る。 日本現代大衆文化 の形成 に関 し、数多 くの戯 曲作家やシナ リオライターについ
て研究する予定 である。
8新 しい分野 の一例
もう一つ興味の出て きた分野は、 日本 の市民社会の動きをよく示 している文化的
現象であ り、グローバ リゼー ションに対す る地方文化 の声 ・GRASSROOTの 動きで
ある。それは市民 ミュージカル である。一種の市民運動 といってもいい。その現象
はまだ十分に調査 していないが、これ までにわかったことにつ いて少 々述べてみた
い。
バブル経済が崩壊 し、90年 代に入った頃、新 しい現象が生まれっつあった。その
一つ と して市民 ミュージカル とい う運動があげられ る。始まったのはおそ らく1993
年前後で、埼玉の川越で 「だか ら、いま」とい うタイ トルで、厂ILOVE憲 法」 とい
うシ リーズが始 まった。第1回 の作品が取 り上げた問題 は、従軍慰安婦や教育問題
や労働 であった。1994年 には 「自分が 自分で あることをよろこび、自分が自分でな
くなることを恐れます」 とい うミュージカルで、その芝居を通 じて実際に起きた医
療問題 などの事実 を〈追体験 〉し、それを憲法の視点から見つめなお してみるとい
10ア ン ナ ・ジ ェ リ ン ス カ ・エ リ オ ッ ト、 『AWildHarukiChase世界 は 村 上 春 樹 を ど う読 む か 』、
文 芸 春 秋 、208頁 。
11例 外 と し て 参 照M.Melanowicz,「 琉 球 の 風 一 文 学 と歴 史 」、 『世 界 に 開 く 沖 縄 研 究 』、 第4
回 沖 縄 研 究 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 実 行 委 員 会 、2003、283-290頁 。
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う作業を行った。
第3回 目(1995年)の 「ボクたちの昭和70年 」には原爆投下50年 、水俣病 な ど
を取 りあげ、1996年 には 「わが町 わが島 仮 の町 仮の島」で阪神大震災 と沖縄
がテーマであった。
松本サ リン事件 とマスコミをあつかったのは1997年 の第5回 目の「カ ミングホー
ム」であった。1998年 には 「ムツゴロウのラプ ソディ」で諌早湾の生き物 の運命 を
通 して環境問題 を訴え、1999年 には 「アルカディア」で人間と自然の調和、農業や
ダイオキシンの問題 などを扱った。2000年 の 「裸の王様 日本」は21世 紀 を前に
変わるもの、変 わらない ものを考 えさせ られた。少年の 目には 日本憲法が どうみえ
るのだろ うか。
これ らは 「ILOVE憲 法」とい う 「憲法 ミュージカル」のシ リーズになった。2002
年 には 田中暢が栃木(下 野の国)で 生まれた円仁(平 安前期の僧)に ついて 「音楽
劇 円仁」 とい う作品の脚本 を書き、演出をした。以上の ミュージカルは百人のプ ロ
とアマチ ュアによって作 られたのであった。市民参加 とプロとアマの出会 いは演出
家に とって難 しい課題だった。演出家 と脚本家 の田中のぶや振 り付けの石橋寿恵子、
作曲のMATSUNOBUな どは素人芝居 におわ らせず、高い レベル を創造 しよ うとし
たのである。それが成功をもた らした。
私が2006(平 成18)年9月 に リハーサル(本 番は12.月 であった)を 見たのはや
は り田中氏の脚本 と演 出の 「心 に太陽 を持 て」で ある。それは栃木市制施行70周 年
記念 ミュー ジカルで原作の山本有三の小説 「路傍の石」 を素材に、子供たちに大き
な夢 と希望 を与え、たくま しく生きてほ しい との願いか らミュージカル化を企画、
百人の市民が創 る吾一の物語であ り、有三の心 を未来へつな ぐものであった12。今
年の 厂キジムナ」(沖 縄 の樹木 に棲む妖怪 、妖精)は 、田中暢が演出、音楽は 「心に
太陽を持 て」 と同 じMatsunobuと い う作 曲家である。
9悪 魔の飽食 と全国横断 コンサー トの意義
地方の文化的活動を全国 とっないだのは、組 曲 ・カンター タ 「悪魔の飽食」と 「正
義の基準」を歌 った全国合唱団である13。ご存知の通 り、作家森村誠一が1983年 に
発表 した ドキュメン ト小説に基づいた合 唱組 曲 「悪魔の飽食」が出来た。 〈731部
隊 〉を取 り上げた極限状況を歌 う作品である。 戦争に対す る痛烈な告発 である組 曲
の音楽 を創 ったのは池辺晋一郎である。1984年 に神戸で生まれたこの音楽作品は、
12「 心 に 太 陽 を 持 て 」 の び ら か ら 、 栃 木 文 化 会 館 、CDMatsunobul/lOOMusicArt.Garage
[2006];ILOVE憲法1993-2002、 埼 玉 憲 法 フエ ス テ イ バ ル 実 行 委 員 会 。
13第18全 国横 断 コ ン サ ー ト神 奈 川 講 演 、カ ン タ ー タ 「悪 魔 の 飽 食 」、横 浜 み な と み ら い ホ ー
ル 大 ホ ー ル 。CD:神 奈 川 ブ イ ル ハ ー モ ニ ー 管 絃 楽 団 悪 魔 の 飽 食 を うた う神 奈 川 講 演 合 唱
団 ・同 全 国 合 唱 団
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1995年 か ら全国横断 コンサー トを開始 した。18都道府県での演奏はどこで も満席だ
った。開催す る地で市民合唱団を組織 し、練習 を重ねてい く。本番では以前に開催
した全国各地の合唱団が加わ り、ボランティアで参加す る市民運動になった との こ
とで、興味深い。その間、中国公演も2回 行 った。作 曲家の池辺指揮 、森村名誉団
長で今年の7,月24日 にポー ラン ド、26日 にチェコで も公演 された。
以上のような、 日本現代文化生活にはメディアに取 り上げられていない、重要な
現象が潜んでい る。現代生活にわだか まってい る問題 を理解 しよ うとした市民 ミュ
ー ジカルや、隠 された 日本の歴史のなかに忘れかけた人間の悪 〈731部 隊〉を暴露
しつつ、 このようなことが再び起 こらないよ うに訴 えた 「悪魔 の飽食」のよ うな作
品が、他にもあるに違い ない。以上のよ うな、市民 を動 かす力 はどこか ら来 るのだ
ろ うか その現象 を研究すれば 日本の真の姿 を知 るのに役 に立つのではないか と思
う。大衆文化のグローバ リゼー ションに対 して反流 をなすのである。
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